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水
害

に
強

く
な

る
た

め
に

長
岡

技
術

科
学

大
学

環
境

・建
設

系

熊
倉

俊
郎

2
0
1
3
年
8
月
6
日

（火
）

水
害

に
強

い
信

濃
川

下
流

域
づ

く
り

推
進

協
議

会
第
2
回

幹
事

会

1

防
災

気
象

情
報

の
改

善
に

関
す

る
検

討
会

（
気

象
庁

、
有

識
者

、
自

治
体

、
報

道
）

•
防

災
情

報
を

有
効

に
利

用
す

る
た

め
の

方
策

•
対

象
者

が
様

々
。

自
治

体
、

報
道

、
国

民

•
適

切
な

活
用

を
促

進
？

•
「
特

別
警

報
」
、

「警
報

の
レ

ベ
ル

化
」
、

「
格

子
点

情
報

」

•
レ

ベ
ル

に
対

す
る

行
動

様
式

は
ど

ん
な

現
象

で
も

共
通

に
な

る
よ

う
に

考
慮

。

•
ど

の
レ

ベ
ル

で
ど

の
よ

う
に

す
べ

き
か

、
す

べ
て

の
種

類
の

利
用

者
に

対
し

て
考

慮
。

引
用

文
献

：
防

災
気

象
情

報
の

改
善

に
関

す
る

検
討

会
配

布
資

料
（気

象
庁

Ｈ
Ｐ

）

2

3
4

2



（
実

は
）
複

雑
化

す
る

情
報

•
簡

単
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

が
、

裏
の

複
雑

な
事

情
が

霞
む

。

•
ど

ん
な

経
緯

で
レ

ベ
ル

（
あ

る
い

は
文

言
）が

選
ば

れ
て

い
る

の
か

熟
知

し
て

い
な

い
と

適
正

な
判

断
が

難
し

い
場

面
も

。

•
予

報
、

解
析

の
技

術
が

発
達

す
れ

ば
避

け
ら

れ
な

い
こ

と
。

そ
の

意
味

で
技

術
の

進
展

は
速

い
。

•
さ

て
、

そ
れ

を
受

け
る

身
と

し
て

ど
う

す
れ

ば
良

い
か

5

自
治

体

•
情

報
が

整
理

さ
れ

て
、

対
応

は
取

り
や

す
く
な

る
か

も
し

れ
な

い
。

•
た

だ
し

、
「
災

害
の

規
模

の
広

さ
」
と

「
災

害
の

強
度

」
の

関
連

性
は

ど
う

で
あ

る
か

、
の

よ
う

な
基

礎
知

識
が

説
明

な
し

で
使

わ
れ

る
。

•
何

に
せ

よ
、

気
象

庁
の

意
図

通
り

に
資

料
を

読
み

解
く
の

は
結

構
大

変
か

も
し

れ
な

い
。

6

7
8

3



市
民

•
浸

透
す

る
ま

で
時

間
が

か
か

る
か

も
。

•
情

報
の

出
し

方
よ

り
、

情
報

の
取

得
を

す
る

・
し

な
い

、
ど

う
利

用
し

よ
う

と
す

る
の

か
、

な
ど

の
方

が
問

題
で

あ
る

。
一

方
で

、
詳

し
い

指
針

は
、

言
い

過
ぎ

、
か

つ
、

人
に

よ
り

事
情

が
違

い
過

ぎ
、

と
い

う
観

点
か

ら
示

さ
れ

て
い

な
い

。
（
前

記
の

例
は

公
表

対
象

外
）

•
正

し
く
理

解
す

る
難

し
さ

は
自

治
体

の
比

で
は

な
い

。

•
思

っ
た

よ
う

に
使

っ
て

く
れ

る
か

は
未

知
数

と
言

え
る

。

9
10

伝
達

の
難

し
さ

1
1

何
が

問
題

か

最
終

的
に

は
市

民
へ

の
適

切
な

周
知

•
周

知
方

法
の

徹
底

情
報

伝
達

手
段

を
確

保
（
さ

せ
る

？
）
。

•
専

門
官

の
技

術
向

上

人
員

が
確

保
で

き
る

か
。

勉
強

会
、

研
修

な
ど

。

•
市

民
へ

の
啓

発

講
演

会
。

学
校

で
の

周
知

。

1
2

4
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長
岡

技
術

科
学

大
学

力
丸

厚

衛
星

観
測

に
よ

る
洪

水
把

握
の

考
え

方
と

事
例

1

衛
星

観
測

に
よ

る
洪

水
観

測

光
学

セ
ン

サ
昼

間
晴

天
時

に
観

測
可

能

レ
ー

ダ
セ

ン
サ

昼
夜

全
天

候
で

観
測

可
能

2

A
.2

0
0
4
年

7
月

1
4
日

ヘ
リ

斜
め

空
撮

ビ
デ

オ
画

像
洪

水
1
日

後

B
.2

0
04

年
7
月

2
4
日

S
P

O
T
-5

 H
R

G
-X

画
像

洪
水

11
日

後

C
.2

0
0
4
年

8
月

1
3日

IK
O

N
O

S
衛

星
画

像
洪

水
1
ヶ

月
後

D
.2

0
0
4
年

9
月

1
2
日

空
中

写
真

画
像

洪
水

2
ヶ

月
後

画
像

中
の

赤
線

は
ヘ

リ
斜

め
空

撮
ビ

デ
オ

画
像

か
ら

抽
出

し
た

湛
水

領
域

境
界

©
N

E
R

L2
01

3

光
学

セ
ン

サ
に

よ
る

71
3水

害
後

の
状

況
把

握

3
©

N
E

R
L2

01
3

4

6



Te
rr

a 
S

A
R

-X
 D

L
R

 / 
J

A
X

A
20

11
/0

7
/3

0 
観

測
新

潟
豪

雨
災

害
国

際
災

害
チ

ャ
ー

タ
撮

影
5

2面
反

射

©
N

E
R

L2
01

3
6

7

事
例

メ
コ

ン
河

流
域

で
，

洪
水

が
毎

年
発

生

被
害

状
況

を
把

握
し

た
事

例

JI
ID

 (J
ap

an
es

e 
Ir

ri
g

at
io

n
 a

n
d

 D
ra

in
ag

e 
In

st
it

u
te

)

+
 M

R
C

(M
ek

o
n

g
 R

iv
er

 C
o

m
m

is
si

o
n

) 
   

Jo
in

t 
S

tu
d

y 
P

ro
je

ct
 , 

S
in

c
e 

1
99

6-
2
00

0

U
si

n
g

 R
/S

 a
n

d
 G

IS
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©
N

E
R

L2
01

3
9

T
E

S
T

 S
IT

E

L
A

O
S

 T
H

A
B

O
K

A
re

a 
; 

40
0k

m
2

T
E

S
T

 S
IT

E

L
A

O
S

 T
H

A
B

O
K

A
re

a 
; 

40
0k

m
2

©
N

E
R

L2
01

3
10

洪
水

発
生

時
の

み
の

観
測

で
は

な
く

平
常

時
を

含
め

た
時

系
列

の
観

測
で

、

被
災

地
域

が
明

確
に

な
る

洪
水

の
発

生
状

況
の

把
握

11

©
N

E
R

L
2

0
1

3 12
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©
N

E
R

L2
01

3
13

©
N

E
R

L2
01

3 14

©
N

E
R

L
2

0
1

3 15

©
N

E
R

L
2

0
1

3 16
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水
位

の
観

測
の

必
要

性

平
面

的
な

湛
水

分
布

と
水

深
の

関
係

を
把

握
す

る
。

こ
の

際
、

水
位

を
標

高
値

に
換

算
す

る
こ

と
が

大
切

広
域

の
洪

水
の

特
性

把
握

に
必

要

©
N

E
R

L2
01

3
17

水
位

の
観

測

-
水

位
自

動
観

測
所

現
地

に
2カ

所
設

置

-
多

段
階

高
の

レ
ー

ダ
反

射
装

置
現

地
に

設
置

-
衛

星
の

緊
急

観
測

オ
ー

ダ
ー

E
R

S
S

/R
A

D
A

R
S

A
T

観
測

の
2
4
時

間
前

に
注

文

衛
星

観
測

の
注

文

18

水
位

自
動

観
測

所

©
N

E
R

L2
01

3
19

レ
ー

ダ
波

反
射

装
置

に
よ

る
水

深
の

推
定

©
N

E
R

L
2

0
1

3 20

10



洪
水

の
水

深
抽

出

水
位

の
標

高
換

算
値

と
最

大
水

深
デ

ー
タ

等
を

参
照

洪
水

時
の

時
系

列
レ

ー
ダ

画
像

の
照

合

大
規

模
湛

水
＞

中
規

模
湛

水
＞

小
規

模
湛

水

21
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現
地

調
査

©
N

E
R

L2
01

3
25

©
N

E
R

L2
01

3
26

©
N

E
R

L2
01

3
27

レ
ー

ダ
観

測
を

緊
急

に
実

施
す

る
た

め
に

は

事
前

に
観

測
可

能
日

、
観

測
モ

ー
ド

な
ど

諸
条

件
を

プ
ロ

バ
イ

ダ
と

調
整

し
て

お
く
必

要

着
目

領
域

に
関

し
て

、
事

前
に

平
常

時
の

観
測

を
実

施
し

て
お

く
こ

と
が

必
要

28
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長
岡

市
地

域
住

民
の

防
災

意
識

変
化

の
構

造
化

と
自

主
防

災
組

織
の

変
化

長
岡

技
術

科
学

大
学

都
市

交
通

研
究

室

佐
野

可
寸

志
1

研
究

の
背

景
及

び
目

的

平
成

23
年

東
日

本
大

震
災

発
生

に
よ

り
日

本
中

の
国

民
が

災
害

の
怖

さ
を

再
認

識

公
助

の
限

界
と

自
助

・共
助

の
重

要
性

を
認

識
各

地
で

自
主

防
災

会
設

立

長
岡

市
の

自
主

防
災

会
に

着
目

し
，

住
民

の
防

災
意

識
を

構
造

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
，

防
災

意
識

の
向

上
に

向
け

た
自

主
防

災
会

の
役

割
を

提
案

平
成

2
1
年

に
行

っ
た

同
調

査
よ

り
，

東
日

本
大

震
災

の
影

響
や

地
域

住
民

の
防

災
意

識
の

変
化

2

自
主

防
災

会
の

変
化

や
地

域
住

民
の

防
災

意
識

の
変

化
を

考
察

研
究

の
流

れ 長
岡

市
の

自
主

防
災

会
結

成
状

況
の

把
握

自
主

防
災

会
活

動
と

地
域

活
動

状
況

の
把

握

防
災

意
識

の
構

造
化

防
災

意
識

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

分
析

自
主

防
災

会
活

動
状

況
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
分

析
防

災
活

動
状

況
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
分

析

3

自
主

防
災

会
に

つ
い

て

情
報

連
絡

避
難

誘
導

救
出

救
護

初
期

消
火

給
食

給
水

自
主

防
災

会
の

役
割

平 常 時 の 活 動

災 害 時 の 活 動

4

13



長
岡

市
の

自
主

防
災

会
結

成
状

況

自
主

防
災

会
の

数
世

帯
カ

バ
ー

率

平
成

16
年

10
月

23
5

43
.6

%

平
成

21
年

10
月

73
5

83
.4

%

平
成

24
年

4月
80

0
89

.7
%

平
成

22
年

2月
ま

で
中

越
大

震
災

復
興

基
金

が
あ

っ
た

た
め

自
主

防
災

会
を

結
成

す
る

動

き
が

高
ま

っ
て

い
た

が
終

わ
っ

て
か

ら
の

結
成

数
は

少
な

い

5

自
主

防
災

会
活

動
状

況
ア

ン
ケ

ー
ト

の
調

査
概

要

実
施

期
間

：
平

成
24

年
12

月

対
象

者
：
長

岡
市

の
自

主
防

災
会

を
結

成
し

て
い

る

町
内

会
の

自
主

防
災

会
長

調
査

方
法

：
郵

送
配

布
，

郵
送

回
収

配
布

数
：
80

4通

回
収

数
：
59

2通
(平

成
24

年
12

月
末

時
点

）

回
収

率
：
74

%

6

防
災

活
動

状
況

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

概
要

実
施

期
間

：
平

成
24

年
1
2月

対
象

者
：
長

岡
市

の
自

主
防

災
会

を
結

成
し

て
い

な
い

町
内

会
の

町
内

会
長

調
査

方
法

：
郵

送
配

布
，

郵
送

回
収

配
布

数
：
1
45

通

回
収

数
：
8
5通

(平
成

24
年

1
2月

末
時

点
）

回
収

率
：
5
9%

7

地
域

活
動

の
有

無 91
%

9%自
主

防
災

会
結

成
地

域 N
 =

 5
83

25
%

75
%自

主
防

災
会

未
結

成
地

域

行
っ

て
い

る

行
っ

て
い

な
い

N
 =

 8
3

59
%

41
%自

主
防

災
会

未
結

成
地

域

（
前

回
ア

ン
ケ

ー
ト

） 行
っ

て
い

る

行
っ

て
い

な
い

N
 =

 1
2

8

84
%

16
%自

主
防

災
会

結
成

地
域

（
前

回
ア

ン
ケ

ー
ト

）

N
 =

 4
3

8

8

14



地
域

活
動

の
問

題
点

（
自

主
防

災
会

結
成

地
域

）

17
8

11
2

12
4

76

14
6

21
4

40

62

12
6

60

10
9

10
4

13
0

55

10
5

14
2

50

27

70
64

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

平
成

2
4年

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

平
成

2
1年

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

N
 =

 5
83

N
 =

 4
46

活 動 に 人 が 参 加 し て く れ な い

何 を 行 っ た ら い い か わ か ら な い

資 金 不 足

組 織 が 機 能 し て い な い

役 員 の な り 手 が い な い

防 災 意 識 が 向 上 し な い

情 報 が 得 ら れ な い

他 組 織 と の 連 携 が 取 れ な い

特 に な し

そ の 他

9

未
結

成
の

理
由

（
自

主
防

災
会

未
結

成
地

域
）

12

18

27

17

13

8
9

12

28

11

23

6
7

23

051015202530

051015202530

平
成

2
4年

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

平
成

2
1年

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

N
 =

 5
8

N
 =

 7
3

場 所 が な い

町 内 会 が 自 主 防 災 会 の 役 割 を

果 た し て い る

人 が い な い

必 要 だ と 思 う が 地 域 の 協 力 を

得 ら れ な い

備 品 ・ 設 備 が な い

過 去 に 災 害 被 害 が な い

そ の 他

10

防
災

意
識

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
概

要

実
施

期
間

：
平

成
24

年
1
2月

対
象

者
：
前

回
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

っ
た

地
域

の
地

域
住

民

対
象

地
域

：
新

組
町

，
ラ

イ
オ

ン
ズ

ガ
ー

デ
ン

，
四

郎
丸

学
校

町
，

川
崎

，
土

合
，

関
原

の
7
地

域

調
査

方
法

：
自

主
防

災
会

長
に

配
布

，
回

収
を

依
頼

総
配

布
数

：
1
2
00

通

総
回

収
数

：
4
1
2通

(平
成

24
年

1
2月

末
時

点
）

回
収

率
：
3
4%

11

総
合

的
な

防
災

意
識

の
自

己
評

価
の

分
布

4
10

20

70

11
3

11
7

56

02040608010
0

12
0

14
0

1
2

3
4

5
6

7

回
答

数

N
 =

 3
90

低
い

防
災

意
識

高
い

防
災

意
識

の
高

い
人

防
災

意
識

の
低

い
人

12

15



対
策

別
の

世
帯

実
施

率

防
災

意
識

が
高

い
人

と
低

い
人

で
は

，
防

災
対

策
の

実
施

率
に

差
が

み
ら

れ
る

．

防
災

意
識

低
い

防
災

意
識

高
い

非
常

持
ち

出
し

袋
の

準
備

2
%

4
2
%

非
常

持
ち

出
し

袋
以

外
の

必
要

な
備

蓄
1
4
%

3
3
%

消
火

器
な

ど
の

火
災

対
策

1
1
%

4
3
%

自
宅

の
耐

震
診

断
、

耐
震

補
強

工
事

5
%

1
8
%

自
宅

の
家

具
等

の
転

倒
防

止
1
1
%

3
6
%

地
震

保
険

・
火

災
保

険
へ

の
加

入
3
2
%

6
2
%

自
家

発
電

機
の

準
備

0
%

1
%

特
に

何
も

し
て

い
な

い
4
7
%

8
%

そ
の

他
0
%

1
%

世
帯

実
施

率
対

策
項

目

13

地
域

防
災

活
動

の
参

加
行

動

2
3
%

2
8
%

1
8
%

3
9
%

59
%

3
3
%

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%
10
0%

低
い

人

高
い

人

毎
回

参
加

す
る

時
々

参
加

す
る

参
加

し
た

こ
と

が
な

い

N
 =

 1
69

p値
=

 0
.0

1
※

N
 =

 3
4

14

自
主

防
災

会
の

所
属

別
意

識
分

布

2
7
%

5
8%

2
7
%

1
7
% 46

%2
5
%

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%
10
0%

低
い

人

高
い

人

入
っ

て
い

る

入
っ

て
い

な
い

自
主

防
災

会
に

つ
い

て

知
ら

な
い

N
 =

 1
53

p値
=

 0
.0

0
※

N
 =

 3
3

50
%

19
%

31
%

入
っ

て
い

る

入
っ

て
い

な
い

自
主

防
災

会
に

つ
い

て

知
ら

な
い

N
 =

 3
6

4

15

防
災

意
識

の
構

造
化

防
災

構
造

意
識

モ
デ

ル
の

構
築

構
造

化
の

目
的

：防
災

意
識

の
よ

う
に

直
接

観
測

で
き

な
い

概
念

と
影

響

を
与

え
て

い
る

要
因

と
の

因
果

関
係

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
．

構
造

化
手

法
：
共

分
散

構
造

分
析

の
2次

因
子

モ
デ

ル

構
築

の
仮

定
：
防

災
意

識
か

ら
影

響
を

受
け

る
要

因
と

し
て

「
防

災
力

向

上
」
「
避

難
」
「
消

火
器

具
」
「
防

災
意

識
変

化
」
の

4
つ

の
変

数

を
設

定
し

た
．

4
つ

の
変

数
は

そ
れ

に
係

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
よ

り
構

成
し

た
．

16
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防
災

意
識

の
構

造
化

総
合

防
災

意
識

防
災

力
向

上

避
難

消
火

器
具

防
災

意
識

変
化

非
常

持
ち

出
し

袋
以

外

非
常

持
ち

出
し

袋

転
倒

防
止

措
置

家
族

で
の

防
災

の
話

し
合

い

耐
震

診
断

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル

防
災

情
報

提
供

保
険

加
入

火
の

用
心

の
活

動

要
援

護
者

認
知

清
掃

活
動

の
実

施

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

情
報

管
理

の
提

供

避
難

訓
練

実
施

火
の

元
の

チ
ェ

ッ
ク

指
定

避
難

場
所

の
認

知

避
難

経
路

の
確

認

消
火

器
具

使
用

方
法

認
知

火
を

消
す

も
の

の
準

備

防
災

に
対

す
る

意
識

変
化

(家
族

)

防
災

に
対

す
る

意
識

変
化

(自
分

)

G
F
I 
=
 0

.8
33

A
G

F
I 
=
 0

.7
92

C
F
I 
=
 0

.8
87

R
M

S
E
A

 =
 0

.0
9
2

0
.7

4

0
.7

3

0
.7

7

0
.6

0

0
.6

5

0
.8

0

0
.7

8

0
.6

6

0
.6

5

0
.4

4

0
.6

3

0
.7

8

0
.6

9

0
.6

8

0
.4

4

1.
06

0.
73

0
.7

0

0
.4

6

0.
89

0.
93

0.
92

0.
93

0.
97

0.
86

17

3.
11

震
災

後
の

防
災

対
策

の
変

化

防
災

対
策

3
.1

1前
3.

1
1
後

増
加

率
実

施
率

（
後

）

1．
非

常
持

ち
出

し
袋

の
準

備
1
2
1

2
0

1
6
.5

%
3
7
.6

%
2．

非
常

持
ち

出
し

袋
以

外
の

必
要

な
備

蓄
1
0
5

1
9

1
8
.1

%
3
3
.1

%
3．

消
火

器
な

ど
の

火
災

対
策

1
4
3

6
4
.2

%
3
9
.7

%
4．

自
宅

の
耐

震
診

断
、

耐
震

補
強

工
事

5
6

3
5
.4

%
1
5
.7

%
5．

自
宅

の
家

具
等

の
転

倒
防

止
1
2
3

1
0

8
.1

%
3
5
.5

%
6．

地
震

保
険

・
火

災
保

険
へ

の
加

入
2
1
5

1
0

4
.7

%
6
0
.0

%
7．

自
家

発
電

機
の

準
備

8
0

0
.0

%
2
.1

%
8．

特
に

何
も

し
て

い
な

い
6
6

3
4
.5

%
1
8
.4

%

3
7
5

18

本
研

究
の

ま
と

め

長
岡

市
の

自
主

防
災

会
結

成
率

は
，

中
越

大
震

災
復

興
基

金
が

終
わ

り
，

近
年

落
ち

込
ん

で
い

る
．

自
主

防
災

会
と

町
内

会
で

の
活

動
の

有
無

に
は

大
き

な
差

が
あ

り
，

自
主

防
災

会
を

立
ち

上
げ

る
一

定
の

意
義

は
認

め
ら

れ
る

．

自
主

防
災

会
，

町
内

会
共

に
「人

手
不

足
」が

以
前

か
ら

問
題

点
で

あ
り

，
近

年
に

お
い

て
は

更
に

深
刻

化
し

て
い

る
.

⇒
「
活

動
の

時
期

を
知

ら
な

い
」と

回
答

し
た

住
民

も
多

か
っ

た
た

め
…

自
主

防
災

会
や

町
内

会
が

活
動

の
情

報
を

し
っ

か
り

と
住

民
に

伝
え

る

19

本
研

究
の

ま
と

め

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

防
災

意
識

変
化

が
総

合
防

災
意

識
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

く
，

東
日

本
大

震
災

が
発

生
し

て
か

ら
月

日
が

経
っ

た
こ

と
が

影
響

し

て
い

る
．

防
災

力
向

上
の

た
め

に
は

防
災

に
関

す
る

情
報

が
重

要
で

あ
る

た
め

，
地

域

活
動

に
お

い
て

防
災

の
情

報
を

得
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

を
提

案
す

る
．

20
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

21
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持
続

可
能

な
社

会
と

河
川

環
境

に
関

す
る

教
育

，
啓

発
－

自
然

の
二

面
性

を
重

視
し

た
水

害
文

化
の

再
構

築
－

上
越

教
育

大
学

大
学

院
学

校
教

育
研

究
科

教
授

藤
岡

達
也

fu
jio

ka
@

ju
e
n
.a

c
.jp

1

持
続

可
能

な
社

会
と

河
川

環
境

に
関

す
る

教
育

，
啓

発
－

自
然

の
二

面
性

を
重

視
し

た
水

害
文

化
の

再
構

築
－

学
校

教
育

と
地

域
住

民
の

理
解

,啓
発

(河
川

防
災

の
限

界
と

減
災

)

コ
ン

セ
プ

ト

科
学

・
技

術
・社

会
相

互
関

連
と

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾑ
ﾄﾞ

ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ﾄ

河
川

環
境

と
人

間
活

動
と

の
螺

旋
的

関
係

理
解

地
域

と
学

校
と

が
連

動
し

た
自

助
・
共

助
・公

助
育

成

期
待

さ
れ

る
教

育
，

啓
発

教
育

界
を

め
ぐ

る
社

会
背

景
東

日
本

大
震

災
以

降
の

防
災

教
育

の
課

題
自

然
現

象
と

科
学

技
術

に
関

す
る

基
本

理
解

の
現

状

現
状

と
課

題

2

河
川

防
災

の
限

界
と

地
域

住
民

へ
の

啓
発

，
教

育

課
題

東
日

本
大

震
災

以
降

，
地

震
，

津
波

を
中

心
と

し
た

自
然

災
害

，
防

災
教

育
に

比
べ

，
気

象
災

害
そ

れ
に

伴
う

二
次

災
害

へ
の

関
心

，
取

り
上

げ
ら

れ
方

の
低

さ

自
然

に
関

す
る

基
礎

知
識

，
治

水
に

対
す

る
認

識
の

不
足

，
科

学
・技

術
・
社

会
の

相
互

関
連

理
解

の
欠

如
，

行
動

力
（姿

勢
・
態

度
）育

成
へ

の
教

育
・啓

発
の

課
題

行
政

サ
ー

ビ
ス

へ
の

過
剰

な
期

待
，

安
全

・安
心

な
地

域
環

境
，

快
適

・便
利

な
生

活
へ

の
他

者
依

存
，

災
害

に
対

す
る

楽
観

的
姿

勢

3

１
．

近
代

日
本

の
河

川
整

備
事

業
の

成
果

と
課

題

（
１

）近
世

以
前

に
お

け
る

対
応

と
成

果
（
２

）
明

治
以

降
の

お
雇

い
外

国
人

等
に

よ
る

近
代

化
（
３

）戦
後

復
興

期
の

莫
大

な
投

資
と

そ
の

効
果

国
際

算
数

・
数

学
理

科
動

向
調

査
（T

IM
S
S
),O

E
C

D
生

徒
の

学
習

到
達

度
調

査
に

み
る

児
童

・
生

徒
の

水
害

意
識

の
低

さ

教
育

改
革

と
河

川
整

備
事

業
の

類
似

性

学
校

教
育

等
で

の
取

扱
い

の
不

十
分

さ

4

19



教
育

改
革

（教
育

の
転

換
期

）

明
治

：
学

制

戦
後

：民
主

主
義

現
在

：「
生

き
る

力
」の

育
成

現
在

：「
生

き
る

力
」の

育
成

平
成

1
0
年

→
2
0年

知
識

技
術

明
確

な
目

的
モ

デ
ル

・見
本

教
育

方
法

の
確

立

教
育

内
容

・
方

法
の

模
索

教
育

改
革

と
治

水
事

業
の

類
似

性
（第

三
の

教
育

改
革

と
東

日
本

大
震

災
）

5

評
価

，
成

果
の

可
視

化
が

容
易

平
成

7
年

阪
神

淡
路

大
震

災

平
成

23
年

東
日

本
大

震
災

社
会

的
背

景
，

時
代

の
ニ

ー
ズ

平
成

1
6
年

中
越

大
震

災

対
欧

米
の

科
学

技
術

自
然

,環
境

･エ
ネ

ル
ギ

ー
,国

際
社

会
・・

科
学

・技
術

・
社

会
の

相
互

関
連

を
取

り
扱

う
意

義

科
学

技
術

社
会

S
T
S
問

題

知
識

行
動

意
思

決
定

能
力

価
値

観

個
人

の
生

き
方

在
り

方

人
間

，
社

会
の

在
り

方

合
意

形
成

知
識

の
蓄

積
だ

け
で

は
解

決
不

可
能

科
学

技
術

が
進

み
，

社
会

が
発

展
し

て
も

解
決

で
き

な
い

問
題

6
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト

資
源

・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
問

題
防

災
・
減

災
問

題
環

境
問

題こ
れ

か
ら

の
教

育
活

動
の

意
義

7

平
成

2
4
年

3
月

全
国

の
学

校
に

配
布

平
成

2
5
年

3
月

全
国

の
学

校
に

配
布

災
害

自
然

災
害

地
震

災
害

・
津

波
災

害
地

震

津
波

風
水

害

暴
風

竜
巻

豪
雨

洪
水

高
潮

地
す

べ
り

土
石

流

が
け

崩
れ

火
山

災
害

噴
火

雪
害

豪
雪

事
故

災
害

火
事

災
害

（
火

災
）

原
子

力
災

害

大
分

類

災
害

名
（
防

災
基

本
計

画
の

「
編

」
名

）

現
象

名
（
災

対
法

，
防

災
基

本
計

画
等

）

新
潟

県
で

は
全

て
の

災
害

が
・
・
・

8
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２
．

高
度

経
済

成
長

期
の

水
害

訴
訟

に
み

る
治

水
の

限
界

高
度

経
済

成
長

期
の

河
川

事
業

の
課

題
（
１

）
公

害
訴

訟
・
水

害
訴

訟
の

同
異

性
訴

訟
に

お
け

る
科

学
的

実
証

と
災

害
の

認
識

（4
大

公
害

訴
訟

で
の

住
民

側
勝

訴
と

水
害

訴
訟

で
の

住
民

側
敗

訴
）

（
２

）
河

川
環

境
と

人
間

活
動

と
の

螺
旋

的
関

係
各

時
代

で
の

最
新

科
学

技
術

の
導

入
（巨

大
ﾀ
ﾞﾑ

，
ｽ

ｰ
ﾊ

ﾟｰ
堤

防
，

地
下

大
放

水
路

等
）

（
３

）
多

自
然

型
工

法
と

ふ
る

さ
と

河
川

整
備

事
業

環
境

ｱ
ﾒ
ﾆ
ﾃ
ｨの

創
造

，
河

川
環

境
保

全

9

３
．

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
河

川
環

境
教

育

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

と
担

い
手

づ
く
り

（
１

）
科

学
・
技

術
・
社

会
相

互
関

連
と

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾑ
ﾄﾞ

ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ﾄ

（
２

）
東

日
本

大
震

災
と

安
全

・
安

心
な

環
境

づ
く
り

（３
）
E
S
D

（持
続

発
展

教
育

）
の

目
指

す
人

材
育

成

学
校

，
子

ど
も

か
ら

保
護

者
，

地
域

へ

様
々

な
河

川
流

域
文

化
の

活
用

a

10

1
9
9
5
年

兵
庫

県
南

部
地

震

H
1
2
鳥

取
県

西
部

地
震

H
2
0
岩

手
・
宮

城
内

陸
地

震

H
1
3
芸

予
地

震

H
1
5
十

勝
沖

地
震

H
1
9
新

潟
県

中
越

沖
地

震

H
1
6
新

潟
県

中
越

地
震

震
度

6
弱

18
回

11

H
1
6
・
７

新
潟

・
福

島
豪

雨

H
1
6
・
7
月

福
井

豪
雨

H
2
0
･8

月
末

豪
雨

H
2
1
・
7
月

中
国

・
九

州
北

部

H
1
8
・
7
月

豪
雨

（
九

州
～

北
陸

）

H
2
3
・
７

月
新

潟
・
福

島
豪

雨

雷
・
突

風
・
竜

巻
等

2
0
1
1
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

阪
神

淡
路

大
震

災
以

降
の

自
然

災
害

と
学

校
へ

の
影

響
（
気

象
庁

が
命

名
し

た
気

象
及

び
地

震
火

山
現

象
）

H
1
8

豪
雪

H
1
9
能

登
半

島
地

震

H
1
2
有

珠
山

噴
火

学 校 環 境 学
校

保
健

安
全

法

H
2
4

九
州

北
部

豪
雨

11

体
育

館
以

外
（

2階
の

）避
難

所
重

要
書

類
等

の
位

置

平
成

1
6年

新
潟

福
島

豪
雨

と
学

校
の

危
機

管
理

平
成

２
３

年
７

月
新

潟
福

島
豪

雨
に

活
か

さ
れ

た
教

訓
12
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見
附

市
で

の
防

災
キ

ャ
ン

プ

13
14

学
校

に
お

け
る

安
全

教
育

学
校

安
全

の
推

進
に

関
す

る
計

画
（平

成
24

年
4
月

2
7日

）

○
安

全
に

関
す

る
知

識
，

行
動

す
る

力
が

課
題

○
指

導
時

間
の

確
保

と
教

育
手

法
，

指
導

体
系

の
整

理

☆
学

校
教

育
の

充
実

・
安

全
に

関
す

る
知

識
と

と
も

に
行

動
す

る
態

度
の

視
点

・学
校

安
全

の
指

導
確

保
,よ

り
有

効
な

教
育

手
法

導
入

・東
日

本
大

震
災

の
教

訓
を

踏
ま

え
た

安
全

教
育

→
安

全
教

育
に

よ
る

安
全

文
化

の
構

築

子
ど

も
の

安
全

を
脅

か
す

事
件

，
事

故
及

び
自

然
災

害
に

対
応

し
た

総
合

的
な

学
校

安
全

計
画

の
策

定
に

よ
る

学
校

安
全

の
充

実

学
校

保
健

安
全

法
（
平

成
2
1
年

4
月

施
行

）

15

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
防

災
教

育

ア
自

然
災

害
等

の
現

状
，

原
因

及
び

減
災

等
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

，
現

在
及

び
将

来
に

直
面

す
る

災
害

に
対

し
て

，
的

確
な

思
考

・
判

断
に

基
づ

く
適

切
な

意
志

決
定

や
行

動
選

択
が

で
き

る
。

(知
識

，
思

考
・
判

断
)

イ
地

震
，

台
風

の
発

生
等

に
伴

う
危

険
を

理
解

・
予

測
し

，
自

ら
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

行
動

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
，

日
常

的
な

備
え

が
で

き
る

。
（危

険
予

測
，

主
体

的
な

行
動

）

ウ
自

他
の

生
命

を
尊

重
し

，
安

全
で

安
心

な
社

会
づ

く
り

の
重

要
性

を
認

識
し

て
，

学
校

，
家

庭
及

び
地

域
社

会
の

安
全

活
動

に
進

ん
で

参
加

・
協

力
し

，
貢

献
で

き
る

。
（社

会
貢

献
，

支
援

者
の

基
盤

）

安
全

教
育

安
全

管
理

組
織

活
動

対
人

管
理

学
校

環
境

の
安

全
管

理

学
校

安
全

安
全

学
習

心
身

の
安

全
管

理

対
物

管
理

安
全

指
導

生
活

や
行

動
の

安
全

管
理

校
内

の
協

力
体

制

家
庭

及
び

地
域

社
会

と
の

連
携

学
校

安
全

の
構

造

16

児
童

生
徒

等
が

自
ら

の
行

動
や

外
部

環
境

に
存

在
す

る
危

険
を

制
し

て
，

自
ら

安
全

に
行

動
し

た
り

，
他

の
人

や
社

会
の

安
全

の
た

め
に

貢
献

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
す

る

児
童

生
徒

等
を

取
り

巻
く
外

部
環

境
を

安
全

に
整

え
る

安
全

教
育

と
安

全
管

理
の

活
動

を
円

滑
に

進
め

る

防
災

教
育

（
災

害
安

全
）

）
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日
本
列
島
の
特
色

自
然
の

二
面

性
自
然
の
豊
か
さ
，
自
然
の
恵
み

自
然
現
象

自
然
の
脅
威
と
畏
敬

自
然

災
害

自
然

の
恩

恵
著
し
い
地
殻
変
動

（
火
山
活
動
，
地
震
）

人
間

生
活

へ
の

影
響

地
球

内
部

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

太
陽

か
ら

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

科
学

技
術

の
限

界
と

課
題

資
源

自
然

景
観

列
島

表
面

で
の

わ
ず

か
な

安
全

・
安

心
な

場

豊
富
な
降
水
量

（
台
風
，
洪
水
）

17

釜
石

市
小

中
学

校
で

の
津

波
防

災
教

育
の

継
続

釜
石

に
住

む
こ

と
は

津
波

に
備

え
る

の
は

当
た

り
前

津
波

は
た

ま
に

来
る

け
ど

，
釜

石
は

こ
れ

ほ
ど

ま
で

に
魅

力
的

な
郷

土
で

あ
る

文
部

科
学

省
防

災
教

育
支

援
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
防

災
教

育
支

援
事

業
」

釜
石

市
津

波
防

災
教

育
の

た
め

の
手

引
き

（
平

成
22

年
3月

発
行

）

災
害

文
化

の
形

成
郷

土
愛

の
育

成

地
域

の
理

解
（
自

然
の

二
面

性
，

備
え

と
魅

力
）

河
川

流
域

に
住

む
こ

と
は

豪
雨

，
洪

水
に

備
え

る
の

は
当

た
り

前

河
川

は
た

ま
に

危
険

に
な

る
け

ど
，

流
域

は
こ

れ
ほ

ど
ま

で
に

素
晴

ら
し

い
恵

み
を

受
け

て
い

る

18

津
南

町

信
濃

川
火

焔
街

道

長
岡

市

十
日

町
市

新
潟

市

馬
高

遺
跡

(
長

岡
市

関
原

町
)

深
鉢

火
焔

土
器

（
縄

文
時

代
中

期
）

上
越

市

様
々

な
流

域
文

化
の

活
用

19

信
濃

川
火

焔
街

道
連

携
協

議
会

（
20

02
～

）
代

表
長

岡
市

長
 

十
日

町
市

長
 

地
域

振
興

及
び

広
域

観
光

を
推

進

信
濃

川
中

流
域

の
交

流
・
連

携
キ

ー
ワ

ー
ド

「火
焔

型
土

器
」
「縄

文
」

市
町

村
の

遺
跡

・
展

示
施

設
を

拠
点

に
し

た
連

携

博
学

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

長
岡

市
（三

島
町

）
，

十
日

町
市

（中
里

村
）
，

津
南

町 2
0
0
3
～

2
0
0
4
･8

･1
～

火
焔

土
器

に
と

ど
ま

ら
な

い
共

通
の

自
然

・
文

化
に

よ
る

広
域

的
な

交
流

・
連

携
津

南
町

農
と

縄
文

の
体

験
実

習
館

行
政

商
工

会
議

所

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

町
内

会
等

20
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長
岡

市
立

関
原

小
学

校

新
潟

県
立

歴
史

博
物

館

中
越

地
震

の
翌

年
平

成
1
7年

度
交

流
学

習
（
７

月
）

21

信
濃

川
火

焔
街

道
博

学
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
長

岡
市

）
子

ど
も

フ
ォ

ー
ラ

ム

22

防
災

計
画

か
ら

地
域

と
学

校
を

捉
え

直
す

学
校

教
職

員

児
童

・
生

徒

設
置

目
的

保
護

者

関
係

施
設

・
機

関
等

地
域

多
様

な
教

育
活

動

能
力

，
適

性
，

進
路

等

教
科

の
特

色
，

校
務

分
掌

教
員

の
専

門
性

自
然

環
境

産
業

構
造

通
学

経
路

，
引

き
渡

し
の

課
題

（
S
B

等
）連
携

情
報

共
有

防
災

教
育

学
習

指
導

要
領

（
生

き
る

力
の

育
成

）

防
災

管
理

教
育

計
画

評
価

，
改

善

意
思

決
定

，
行

動

自
助

，
共

助
，

公
助

１

２

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ

教
育

教
育

委
員

会

地
域

防
災

計
画

一
般

行
政

23

持
続

発
展

教
育

（
E
S
D

)と
は

E
du

c
at

io
n
 f
o
r 

S
u
st

ai
n
ab

le
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t

地
球

規
模

の
環

境
破

壊
や

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
水

な
ど

の
資

源
保

全
が

問
題

化
さ

れ
て

い
る

現
代

，
人

類
が

現
在

の
生

活
レ

ベ
ル

を
維

持
し

つ
つ

，
次

世
代

も
含

む
全

て
の

人
々

に
よ

り
質

の
高

い
生

活
を

も
た

ら
す

こ
と

が
で

き
る

状
態

で
の

開
発

を
目

指
す

個
人

個
人

の
レ

ベ
ル

で
地

球
上

の
資

源
の

有
限

性
を

認
識

す
る

と
と

も
に

，
自

ら
の

考
え

を
持

っ
て

，
新

し
い

社
会

秩
序

を
作

り
上

げ
て

い
く
，

地
球

的
な

視
野

を
持

つ
市

民
を

育
成

す
る

た
め

の
教

育
へ

の
期

待

東
日

本
大

震
災

以
降

，
喫

緊
の

課
題

持
続

可
能

な
社

会
と

教
育

24
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【
E
S
D

で
育

み
た

い
力

】
体

系
的

な
思

考
力

（問
題

や
現

象
の

背
景

の
理

解
，

多
面

的
・総

合
的

な
も

の
の

見
方

）
持

続
可

能
な

発
展

に
関

す
る

価
値

観
（人

間
の

尊
重

，
多

様
性

の
尊

重
，

非
排

他
性

，
機

会
均

等
，

環
境

の
尊

重
等

）を
見

出
す

力
代

替
案

の
思

考
力

（批
判

力
）

，
情

報
収

集
・分

析
能

力
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

【
E
S
D

（
持

続
発

展
教

育
）
の

基
本

的
な

考
え

方
】

E
S
D

は
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
た

め
の

担
い

手
づ

く
り

E
S
D

の
実

施
に

は
，

特
に

次
の

2
つ

の
観

点
が

必
要

①
人

格
の

発
達

や
，

自
律

心
，

判
断

力
，

責
任

感
な

ど
の

人
間

性
を

育
む

こ
と

②
他

人
と

の
関

係
性

，
社

会
と

の
関

係
性

，
自

然
環

境
と

の
関

係
性

を
認

識
し

，
「
関

わ
り

」，
「つ

な
が

り
」
を

尊
重

で
き

る
個

人
を

育
む

こ
と

防
災

教
育

と
の

関
連

性

25
2626

児
童

・
教

員
最

多
数

の
犠

牲
者

が
生

じ
た

石
巻

市
の

小
学

校

小
学

校

津
波

に
よ

っ
て

流
さ

れ
た

橋

児
童

10
8名

中
7
4
名

犠
牲

26

大
川

小
学

校

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

重
要

性

想
定

に
と

ら
わ

れ
る

な
！

27
石

巻
市

内
の

中
学

校
地

震
津

波
高

台
へ

避
難

卒
業

式
当

日
「
た

く
ま

し
く
生

き
よ

」

28
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